
ムダとり

山内　眞樹（日本公認会計士協会沖縄会会長）

　
最
近
、
お
客
さ
ん
を
訪
問
し
て

時
々
話
す
こ
と
は
「
や
は
り
、
経

費
の

％
は
ム
ダ
が
あ
る
は

ず
で
す
。
徐
々
に
と
っ
て
行
か
な

い
と

」
、
と
こ
ろ
で
、
お
客
さ

ん
の
会
社
は
ほ
と
ん
ど
黒
字
会
社

で
あ
る
。

　
会
社
の
人
は
、
「
利
益
も
計
上

し
て
い
ま
す
し
、
そ
ん
な
に
ム
ダ

が
あ
り
ま
す
か
ね
？
　
必
要
な
も

の
ま
で
と
る
と
な
る
と

」
「
あ

り
ま
す
ね
。
も
っ
と
儲
け
て
も
罰

も
う

は
当
た
ら
な
い
し
、
支
出
の
中
に

×
が
あ
る
で
し
ょ
う
」
ム
ダ
と
り

が
必
要
で
す
ね
、
と
い
う
よ
う
な

話
に
な
る
。
「
ム
ダ
と
り
」
と
は

有
名
な
経
営
書
（
山
田
日
登
志

著
）
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

　
丸
山
春
美
さ
ん
と
い
う
人
の
名

を
聞
い
て
、
そ
の
著
書
も
読
ん
で

み
た
。
有
名
な
節
約
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
で
あ
る
。
三
十
歳
、
も
ち
ろ
ん

美
人
、
明
る
く
、
楽
し
く
節
約
す

る
女
性
で
あ
る
。

　
こ
の
方
は
、
二
十
二
歳
の
時
、

決
心
し
て
、
そ
の
当
時
二
十
万
円

足
ら
ず
の
給
料
か
ら
、
二
十
六
歳

ま
で
に
六
百
万
円
を
貯
め
た
と
い

た

う
。

　
そ
の
工
夫
の
一
つ
は
、
一
カ
月

の
全
支
出
を
書
き
出
し
て
、
そ
れ

ら
を
○
、
△
、
×
に
分
け
た
。

即
、
節
約
可
能
な
無
駄
な
支
出
×

が
三
万
円
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

始
め
た
と
い
う
。
必
要
な
だ
け
買

う
、
不
必
要
な
も
の
は
×
で
あ

る
。

　
現
在
の
会
社
の
経
費
は
一
つ
の

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
中
に
は
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
経
費
と
無
く

と
も
よ
い
無
駄
な
経
費
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
常
の
経
営
は
、

す
べ
て
の
経
費
は
当
然
必
要
な
も

の
と
い
う
こ
と
を
疑
わ
ず
に
行
わ

れ
て
お
り
、
突
然
、
無
駄
な
も
の

を
省
く
と
い
っ
て
も
難
し
い
。
そ

れ
相
応
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

支
出
の
中
の

×

を
見
つ
け
る

こ
と
は
大
き
な
工
夫
で
あ
る
。

　
発
想
を
変
え
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。
経
営
は
「
捨
て
る
」
こ
と

だ
と
い
う
話
は
わ
か
り
や
す
い
。

　
コ
ス
ト
に
は
、
本
来
の
コ
ス
ト

と
ム
ダ
な
コ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い

る
。
必
要
な
も
の
だ
け
で
止
め
る

た
め
に
、
無
駄
な
も
の
を
見
つ
け

て
節
約
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
無

駄
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
。
最

も
確
実
な
の
は

捨
て
る

こ
と

と
な
る
。
物
が
あ
る
↑
仕
事
が
あ

る
↑
人
が
い
る
↑
経
費
が
出
る
。

根
元
は
物
や
人
の
存
在
で
あ
る
。

人
は
と
も
か
く
と
し
て
、
物
（
設

備
、
在
庫
、
売
掛
金
な
ど
）
の
存

在
が
な
け
れ
ば
そ
れ
に
対
す
る
経

費
も
な
い
。
捨
て
る
前
に
作
ら
な

い
こ
と
が
正
し
い
が
、
既
に
作
っ

て
し
ま
え
ば
、
古
い
も
の
は
も
ち

ろ
ん
、
新
し
い
も
の
で
も
、
「
捨

て
な
い
と
、
変
わ
れ
な
い
」
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
何
を
捨
て
る
か
と
決
め
る
こ
と

は
、
経
営
者
が
現
場
へ
出
向
い

て
、
捨
て
る
も
の
を
決
め
る
、
考

え
方
を
変
え
る
こ
と
し
か
な
い
。

時
間
と
労
力
と
資
金
の
恐
る
べ
き

浪
費
、
「
ム
ダ
」
、
そ
れ
を
と
る

ム
ダ
と
り

は
現
場
で
し
か
で

き
な
い
、
経
営
者
が
現
場
へ
出
る

こ
と
が
、
沖
縄
の
中
小
企
業
に
も

出
来
る
確
実
な
経
営
計
画
の
第
一

歩
で
あ
る
。

　
買
い
す
ぎ
、
設
備
の
や
り
す

ぎ
、
お
金
の
か
け
す
ぎ
、
仕
事
の

や
り
方
の
ム
ダ
を
、
経
営
者
が
誰

よ
り
も
わ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
古
く
は
上
杉
鷹
山
、
今
で
は
日

産
の
ゴ
ー
ン
さ
ん
、
「
出
ず
る
を

制
し
、
入
る
を
図
る
」
は
、
昔

も
、
今
も
、
経
営
の
要
諦
で
あ

よ
う
て
い

る
。
そ
れ
を
い
か
に
や
り
と
げ
る

か
の
工
夫
と
努
力
が
経
営
と
い
う

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
再
建
者
は
ま
ず
、第

一
に
ム
ダ
と
り
、コ
ス
ト
カ
ッ
ト

に
目
を
つ
け
た
。経
営
改
善
の
た

め
に
奇
手
は
な
い
。当
た
り
前
の

こ
と
を
や
り
抜
く
ほ
か
は
な
い
。

上
杉
鷹
山
の
大
検
令
も
、ま
ず
は
、

収
入
に
見
合
う
支
出
を
実
現
す
る

こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
。

　
そ
し
て
次
に
、
支
出
を
少
な
く

し
て
、収
入
を
多
く
あ
げ
る
。経
費

を
下
げ
て
、売
り
上
げ
を
上
げ
る

こ
と
の
必
要
な
会
社
は
多
い
。そ

の
時
に
そ
れ
を
実
行
す
る
人
材
の

重
要
性
が
わ
か
る
。会
社
と
い
う

も
の
は
、試
行
錯
誤
の
く
り
か
え

し
と
経
営
者
の
工
夫
次
第
で
あ

る
。

米世界戦略の一翼担う
求
め
ら
れ
る
説
明
責
任

日
米
２
プ
ラ
ス
２
共
同
声
明

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン

日
共
同
】
日
米
両
政
府
の
「
共
通
戦
略
目

標
」
は
、
国
際
的
な
テ
ロ
な
ど
「
新
た
な
脅
威
」
や
、
中
国
の
軍

拡
、
北
朝
鮮
情
勢
な
ど
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化

に
対
処
す
る
た
め
、
日
米
の
軍
事
的
一
体
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ

る
内
容
だ
。
冷
戦
終
結
を
踏
ま
え
た
一
九
九
六
年
の
「
日
米
安
保

共
同
宣
言
」
以
降
、
日
本
政
府
は
米
軍
支
援
体
制
の
整
備
を
着
々

と
進
め
て
き
た
。
そ
の
上
で
の
共
通
戦
略
目
標
は
、
世
界
規
模
で

の
米
軍
再
編
に
絡
み
、
米
国
の
世
界
戦
略
の
一
翼
を
日
本
が
担
う

意
味
を
持
つ
。
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ

Ｄ
）
導
入
と
い
う
「
実
績
」
を
踏
ま
え
た
日
米
同
盟
の
深
化
と
い

え
る
。

抑
止
の
主
眼
に
中
国
台
湾
絡
み
日
本
に
重
い
課
題

重
要
性
増
す
在
沖
基
地
中
台
朝
鮮
半
島
に
ら
み

総
力
戦
へ
支
援
本
格
化
福
岡
２
区
補
選
で
自
民
民
主

　
共
同
声
明
要
旨
　

　
【
こ
れ
ま
で
の
日
米
協

力
の
成
果
を
確
認
】

　
日
米
安
保
体
制
を
中
核

と
す
る
日
米
同
盟
の
重
要

性
を
確
認
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ

ラ
ク
、
津
波
災
害
支
援
、

Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
大
量
破
壊
兵
器

の
拡
散
防
止
構
想
）
に
お

け
る
日
米
協
力
の
実
績
を

評
価
。

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に

お
け
る
日
米
協
力
を
更
に

前
進
さ
せ
る
旨
確
認
。

　
【
日
米
の
共
通
の
戦
略

目
標
を
確
認
】

　
安
全
保
障
環
境
を
確
認

（
テ
ロ
・
大
量
破
壊
兵
器

等
の
新
た
な
脅
威
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

不
透
明
性
・
不
確
実
性
の

継
続
と
新
た
な
脅
威
の
発

生
等
）
。

　
北
朝
鮮
の
六
カ
国
協
議

へ
の
速
や
か
か
つ
無
条
件

で
の
復
帰
、
検
証
の
下
で

の
す
べ
て
の
核
計
画
の
完

全
な
廃
棄
を
要
求
。

　
共
通
の
戦
略
目
標
を
、

お
の
お
の
の
努
力
、
日
米

安
保
体
制
の
下
の
協
力
、

そ
の
他
の
同
盟
国
と
し
て

の
協
力
を
通
じ
て
追
求
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
。

　
共
通
の
戦
略
目
標
の
内

容
を
確
認
。

　
（
地
域
）
日
本
の
安
全

／
地
域
の
平
和
と
安
定
、

朝
鮮
半
島
の
平
和
的
統

一
、
北
朝
鮮
に
関
連
す
る

諸
問
題
の
平
和
的
解
決
、

中
国
の
責
任
あ
る
建
設
的

役
割
を
歓
迎
・
協
力
関
係

を
発
展
、
台
湾
海
峡
を
巡

る
問
題
の
平
和
的
解
決
、

ロ
シ
ア
の
建
設
的
関
与

等
。

　
（
世
界
）
国
際
社
会
で

の
民
主
主
義
等
の
基
本
的

価
値
推
進
、
国
際
平
和
協

力
活
動
等
に
お
け
る
協

力
、
大
量
破
壊
兵
器
不
拡

散
、
テ
ロ
防
止
・
根
絶
、

国
連
安
保
理
の
実
効
性
向

上
（
日
本
の
常
任
理
事
国

入
り
）
等
。

　
【
今
後
の
日
米
の
安
全

保
障
・
防
衛
協
力
の
強
化

を
確
認
】

　
日
米
双
方
の
安
全
保
障

お
よ
び
防
衛
政
策
発
展
の

た
め
の
努
力
を
支
持
・
評

価
。
こ
れ
ら
の
努
力
が
日

米
協
力
を
強
化
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
。

　
多
様
な
課
題
に
実
効
的

に
対
応
す
る
た
め
の
自
衛

隊
と
米
軍
の
役
割
・
任
務

・
能
力
の
検
討
を
継
続
。

　
在
日
米
軍
の
兵
力
構
成

見
直
し
に
関
す
る
協
議
を

強
化
。
抑
止
力
の
維
持
と

地
元
の
負
担
軽
減
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
認
。

　
地
域
社
会
と
米
軍
の
良

好
な
関
係
推
進
の
た
め
の

継
続
的
努
力
の
重
要
性
、

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
日
米
特
別
行

動
委
員
会
）
最
終
報
告
の

着
実
な
実
施
の
重
要
性
を

強
調
。

　
接
受
国
支
援
（
ホ
ス
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
）

に
関
す
る
現
行
特
別
協
定

終
了
後
の
措
置
に
つ
い
て

の
協
議
開
始
。

　 　
　　　　　

　総　合　
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日

　
終
日
、
東
京
・
品
川
区
の
公

邸
で
過
ご
す
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン

日
共

同
】
日
米
両
政
府
の
「
共
通

戦
略
目
標
」
は
、
中
国
の
経

済
発
展
を
踏
ま
え
て
対
中
協

力
関
係
の
進
展
を
強
調
す
る

一
方
、
台
湾
海
峡
で
の
有
事

に
懸
念
を
示
し
、
日
米
同
盟

に
よ
る
抑
止
の
主
眼
と
し
て

中
国
を
想
定
す
る
戦
略
を
浮

き
彫
り
に
し
た
。
日
本
政
府

は
今
後
、
在
日
米
軍
再
編
に

関
連
し
、
米
軍
と
自
衛
隊
の

任
務
・
役
割
分
担
の
見
直
し

や
軍
事
作
戦
計
画
に
台
湾
有

事
へ
の
備
え
を
含
め
る
の

か
、
重
い
課
題
を
背
負
う
こ

と
に
な
る
。

　
戦
略
目
標
は
、
国
際
的
な

テ
ロ
な
ど
「
新
た
な
脅
威
」

対
処
で
の
日
米
協
力
を
表

明
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

平
和
と
安
定
に
向
け
て
「
不

測
の
事
態
に
対
処
す
る
能
力

を
維
持
す
る
」
た
め
米
軍
と

自
衛
隊
の
連
携
強
化
を
打
ち

出
し
た
。

　
こ
れ
と
引
き
換
え
に
、
北

朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事

件
や
北
方
領
土
問
題
の
解

決
、
日
本
の
国
連
安
全
保
障

理
事
会
常
任
理
事
国
入
り
に

向
け
た
日
米
連
携
な
ど
日
本

外
交
の
主
要
な
課
題
を
明

記
。
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
国
益

を
盛
り
込
ん
だ
。

　
日
本
は
対
米
傾
斜
を
さ
ら

に
強
め
る
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
象
徴
が
台
湾
有
事

へ
の
言
及
だ
。
米
国
の
台
湾

関
係
法
は
「
専
守
防
衛
」
目

的
の
武
器
を
台
湾
に
供
与
す

る
こ
と
を
明
記
。
台
湾
の
安

全
が
脅
か
さ
れ
た
場
合
は
、

大
統
領
と
議
会
が
協
議
の
上

で
「
適
切
な
措
置
を
決
定
す

る
」
と
武
力
行
使
に
道
を
開

い
て
い
る
。

　
米
政
府
は
中
国
の
地
域
大

国
化
、
覇
権
拡
大
を
押
さ
え

込
む
に
は
、
日
米
同
盟
の
強

化
な
ど
抑
止
力
の
堅
持
が
不

可
欠
と
の
基
本
方
針
で
、
在

日
米
軍
再
編
を
含
む
軍
事
戦

略
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
は
中
国
へ
の

配
慮
か
ら
、
日
米
防
衛
協
力

新
指
針
に
基
づ
く
周
辺
事
態

法
の
対
象
範
囲
に
つ
い
て

「
地
理
的
概
念
で
は
な
い
」

と
の
答
弁
を
貫
い
て
き
た
。

し
か
し
、
共
通
戦
略
目
標
に

基
づ
く
在
日
米
軍
再
編
に
は

台
湾
有
事
に
対
す
る
懸
念
が

投
影
さ
れ
る
の
は
間
違
い
な

い
。

部
分
改
憲
の

先
行
実
施
も

岡
田
氏
、
分
権
や
人
権
で

　
民
主
党
の
岡
田
克
也
代
表

は
十
九
日
夜
、
福
岡
市
内
で

記
者
会
見
し
、
憲
法
改
正
に

つ
い
て
「
各
党
が
互
い
に

（
改
憲
案
）
全
体
を
ぶ
つ
け

合
っ
て
、
い
く
つ
か
絞
っ
て

折
り
合
え
る
と
こ
ろ
を
議
論

し
て
い
く
の
か
。
自
民
党
が

ど
う
考
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

だ
」
と
述
べ
、
部
分
的
な
改

憲
を
先
行
し
て
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
得
る
と
の
考
え
を

示
し
た
。
部
分
改
憲
の
対
象

分
野
と
し
て
「
基
本
的
人
権

や
地
方
分
権
（
の
条
文
）
を

ど
う
変
え
る
か
思
い
当
た
る

と
こ
ろ
は
あ
る
」
と
指
摘
し

た
。

　
自
民
党
は
十
九
日
、
福
岡

市
内
で
福
岡
県
連
大
会
を
開

き
、
四
月
の
衆
院
福
岡
２
区

補
選
に
出
馬
す
る
山
崎
拓
首

相
補
佐
官
（
山
崎
派
会
長
）

の
必
勝
を
期
す
こ
と
を
確
認

し
た
。
民
主
党
の
岡
田
克
也

代
表
も
同
日
、
現
地
で
新
人

候
補
の
平
田
正
源
氏
へ
の
支

持
を
訴
え
、
両
党
と
も
「
総

力
戦
」
に
向
け
た
支
援
態
勢

を
本
格
化
さ
せ
た
。

　
自
民
党
執
行
部
は
、
同
補

選
で
つ
ま
ず
き
小
泉
政
権
の

求
心
力
低
下
を
招
け
ば
、
党

内
の
反
小
泉
勢
力
が
郵
政
民

営
化
へ
の
反
発
を
テ
コ
に
攻

勢
に
転
じ
る
可
能
性
も
あ
る

だ
け
に
、
選
挙
戦
に
「
党
の

命
運
を
か
け
る
」
（
安
倍
晋

三
幹
事
長
代
理
）
と
強
調
。

　
県
連
大
会
に
駆
け
付
け
た

山
崎
派
出
身
の
武
部
勤
幹
事

長
は
「
私
の
師
匠
で
あ
る
山

崎
氏
の
必
勝
を
期
し
て
総
力

を
挙
げ
て
頑
張
ろ
う
。
政
権

を
か
け
て
挑
戦
す
る
」
と
の

決
意
を
示
し
た
。
今
後
は
加

藤
紘
一
元
幹
事
長
ら
党
の
有

力
議
員
が
続
々
と
福
岡
入
り

す
る
予
定
で
、
告
示
後
は
小

泉
純
一
郎
首
相
も
街
頭
で
支

持
を
訴
え
る
見
通
し
だ
。

　
一
方
の
民
主
党
は
、山
崎

氏
が
首
相
の
盟
友
で
あ
る
こ

と
か
ら

政
権
打
倒
に
向
け

た
シ
ン
ボ
ル
的
な
選
挙
（幹

部
）と
の
位
置
付
け
だ
。

　
岡
田
氏
は
十
九
日
、
福
岡

市
内
三
カ
所
で
街
頭
演
説

し
、
年
金
問
題
に
つ
い
て

「
与
党
の
や
る
気
が
な
い
な

ら
、
し
っ
か
り
と
政
権
を
取

り
、
こ
の
国
の
年
金
を
立
て

直
す
」
と
宣
言
。
自
民
党
旧

橋
本
派
の
一
億
円
献
金
隠
し

事
件
な
ど
を
念
頭
に
「
裏
金

で
政
策
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
政

治
を
壊
す
た
め
に
政
権
交
代

を
実
現
し
よ
う
。
補
選
は
そ

の
前
哨
戦
と
し
て
、
は
っ
き

り
小
泉
・
自
民
党
政
権
に
ノ

ー
と
言
お
う
」
と
政
権
へ
の

対
決
姿
勢
を
印
象
付
け
た
。

　
両
政
府
は
戦
略
目
標
の
合

意
を
受
け
、
「
日
米
防
衛
協

力
の
た
め
の
指
針
」
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）
の
見
直
し
作
業

に
着
手
す
る
方
針
。
外
務
、

防
衛
当
局
に
は
首
脳
レ
ベ
ル

の
新
「
安
保
共
同
宣
言
」
策

定
を
求
め
る
声
も
あ
り
、
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
を
随
時
可

能
に
す
る
恒
久
法
制
定
の
是

非
を
含
め
今
後
の
議
論
の
焦

点
と
な
る
。
小
泉
純
一
郎
首

相
は
「
日
米
同
盟
強
化
が
日

本
の
国
益
」
と
の
持
論
で
対

米
協
力
を
進
め
て
き
た
が
、

イ
ラ
ク
派
遣
の
意
義
な
ど
国

民
へ
の
説
明
が
十
分
だ
っ
た

と
は
言
い
難
い
。

　
在
日
米
軍
再
編
で
米
陸
軍

第
一
軍
団
司
令
部
が
日
本
に

移
転
し
た
場
合
、
日
米
安
保

条
約
の
「
極
東
条
項
」
と
の

整
合
性
が
問
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
朝
鮮
半
島
や
台
湾

海
峡
の
有
事
は
日
本
有
事
に

発
展
し
か
ね
な
い
だ
け
に
、

米
側
に
自
制
を
求
め
る
こ
と

も
含
め
、
対
米
協
力
に
は
慎

重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

　
在
日
米
軍
再
編
の
協
議
は

こ
れ
ま
で
移
転
先
候
補
地
の

住
民
、
自
治
体
へ
の
十
分
な

説
明
が
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ

て
き
た
。
沖
縄
を
は
じ
め
基

地
を
抱
え
る
地
域
の
負
担
軽

減
が
実
現
で
き
る
の
か
、
具

体
案
は
見
え
て
こ
な
い
。
国

民
の
理
解
を
得
る
丁
寧
な
説

明
が
必
要
だ
。

辺
野
古
沖
移
設

見
直
し
あ
り
う
る

「
普
天
間
」
で
山
崎
補
佐
官

　
山
崎
拓
首
相
　補
佐
官
は

十
九
日
午
後
の
福
岡
市
内
で

の
記
者
会
見
で
、
米
軍
普
天

間
飛
行
場
（
宜
野
湾
市
）
の

名
護
市
沖
へ
の
移
設
計
画
に

つ
い
て
「
（
在
日
米
軍
再
編

協
議
の
）
成
り
行
き
次
第
で

は
、
見
直
す
こ
と
は
あ
り
う

る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

北
朝
鮮
の
六
カ
国
協
議
へ
の

対
応
に
関
し
て
は
「
多
少
の

タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る
だ
ろ
う

が
、
い
ず
れ
は
応
じ
る
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

人
間
の
鎖
で

座
間
を
包
囲

米
軍
司
令
部
移
転
に
反
対

　
在
日
米
軍
再
編
に
よ
る
キ

ャ
ン
プ
座
間
（
神
奈
川
県
相

模
原
、
座
間
市
）
へ
の
米
陸

軍
第
一
軍
団
司
令
部
（米
ワ

シ
ン
ト
ン
州
）移
転
構
想
を

め
ぐ
り
、基
地
周
辺
住
民
ら

が
十
九
日
、在
日
米
陸
軍
司

令
部
地
域
約
二
一

を
人

間
の
鎖
で
囲
み
、移
転
反
対

を
訴
え
た
。

　
地
元
市
議
ら
で
つ
く
る
グ

ル
ー
プ
が
呼
び
掛
け
、
約
二

千
六
百
人
（主
催
者
発
表
）が

参
加
し
た
。
冷
た
い
雨
が
降

る
中
、
午
後
二
時
す
ぎ
か
ら

基
地
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
並

ん
だ
。約
一
時
間
後
に
打
ち

上
げ
た
花
火
を
合
図
に
互
い

に
手
を
つ
な
ぎ
、司
令
部
地

域
を
一
つ
の
輪
で
囲
ん
だ
。

　
参
加
し
た
相
模
原
市
の
主

婦

は
「
米
政
府
は
こ
れ

だ
け
の
住
民
が
集
ま
っ
た
こ

と
を
直
視
し
、
地
元
が
歓
迎

し
て
い
な
い
移
転
構
想
を
撤

回
す
べ
き
だ
」
と
話
し
た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン

日

本

紙
駐
在
・
森
暢
平
】
日
米
両

政
府
の
外
務
、
防
衛
担
当
閣

僚
協
議
（
２
プ
ラ
ス
２
）
で

は
、
台
湾
海
峡
、
朝
鮮
半
島

な
ど
を
念
頭
に
、
東
ア
ジ
ア

に
は
「
不
透
明
性
、
不
確
実

性
」
が
継
続
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
日
米
の
四

閣
僚
は
、
特
に
中
国
の
軍
事

力
増
強
に
警
戒
感
を
に
じ
ま

せ
て
お
り
、
在
沖
米
軍
の
整

理
縮
小
議
論
に
大
き
な
影
響

を
与
え
そ
う
だ
。

　
共
同
声
明
の
中
で
確
認
さ

れ
た
「
共
通
戦
略
目
標
」
で

は
、
中
国
が
「
責
任
あ
る
建

設
的
役
割
」
を
果
た
す
よ
う

に
期
待
感
を
表
明
す
る
と
と

も
に
、
中
台
問
題
の
平
和
的

解
決
を
求
め
た
。
一
方
で
、

中
国
と
の
協
力
関
係
を
発
展

さ
せ
る
方
針
も
明
記
す
る
な

ど
、
表
現
は
軟
ら
か
く
中
国

を
刺
激
し
な
い
よ
う
に
配
慮

を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
２
プ
ラ
ス
２
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
た
日
米
外

相
会
談
で
も
、
町
村
信
孝
外

相
は
、
「
中
国
が
国
際
社
会

に
お
け
る
責
任
あ
る
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
」
と
、
軍
事
力
の
近

代
化
や
海
洋
活
動
と
い
っ
た

懸
念
材
料
を
念
頭
に
、
日
米

共
同
で
対
応
す
る
必
要
性
を

強
調
し
た
。
「
中
国
」
が
今

回
の
２
プ
ラ
ス
２
の
隠
れ
た

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　
将
来
の
中
台
紛
争
を
想
定

し
た
場
合
、
有
事
に
使
え
る

嘉
手
納
基
地
や
下
地
島
空
港

な
ど
の
沖
縄
の
飛
行
場
は
極

め
て
重
要
に
な
る
。
中
国
を

に
ら
ん
だ
戦
略
目
標
は
、
在

日
米
軍
再
編
協
議
自
体
に
大

き
く
影
響
し
て
い
く
の
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。



ムダとり 
 

 

2005 年 2 月 20 日 

(琉球新報日曜評論) 

 

 最近、お客さんを訪問して時々話すことは、「やはり、経費の 20～30%はムダが

ある筈です。徐々にとって行かないと---」、ところで、お客さんの会社はほとんど

が黒字会社である。 

会社の人は、「利益も計上していますし、そんなにムダがありますかね？ 必要

なものまでとるとなると---」 

「ありますね。もっと儲けても罰は当たらないし、支出の中に×があるでしょう。」

ムダとりが必要ですね、というような話になる。 

「ムダとり」とは有名な経営書（山田日登志著）のタイトルである。 

 

 丸山春美さんという人の名を聞いて、その著書も読んで見た。有名な節約アドバ

イザーである。30 歳、もちろん美人、明るく、楽しく節約する女性である。 

この方は、22 歳の時、決心して、その当時 20 万円足らずの給料から、26 歳まで

に 6百万円を貯めたという。 

 その工夫の一つは、1ヶ月の全支出を書き出して、それらを○、△、×に分けた。

即、節約可能な無駄な支出×が 3万円もあったところから始めたという。必要なだ

け買う、不必要なものは×である。そして△をどのようにスリム化するかが最大の

ポイントだと言う。 

 現在の会社の経費は一つのものではない。その中には、どうしても必要な経費と

無くともよい無駄な経費が含まれていることは確かである。 

ところが、日常の経営は、すべての経費は当然必要なものということを疑わずに

行われており、突然、無駄なものを省くと言っても難しい。それ相応の工夫が必要

である。支出の中の『×』を見つけることは大きな工夫である。×を見つけて排除

すれば、次に本命である『△』のスリム化にとりかかる。ここからが本番であり、

本当の工夫の要るところである。 

 

 発想を変えることも大切である。経営は「捨てる」ことだという話はわかりやす

い。 

コストには、本来のコストとムダなコストが含まれている。必要なものだけで止

めるために、無駄なものを見つけて節約するとなると、その無駄を見つけるのが難

しい。最も確実なのは『捨てる』こととなる。物がある→仕事がある→人がいる→

経費が出る。根本は物や人の存在である。人はともかくとして、物（設備、在庫、

売掛金など）の存在がなければそれに対する経費もない。捨てる前に作らないこと



が正しいが、既に作ってしまえば、古いものはもちろん、新しいものでも、「捨て

ないと、変われない」と考えるべきである。 

何を捨てるかと決めることは、経営者が現場へ出向いて、捨てるものを決める、

考え方を変えることしかない。時間と労力と資金の恐るべき浪費、「ムダ」、それを

とる『ムダとり』は現場でしかできない、経営者が現場へ出ることが、沖縄の中小

企業にも出来る確実な経営改革の第一歩である。 

 

 買いすぎ、設備のやりすぎ、お金のかけすぎ、仕事のやり方のムダを、経営者が

誰よりもわからなければならない。 

 古くは上杉鷹山、今では日産のゴーンさん、「出ずるを制し、入るを図る」は、

昔も、今も、経営の要諦である。それを如何にやりとげるかの工夫と努力が経営と

いうものであろう。 

 これらの再建者は先ず、第一にムダとり、コストカットに目をつけた。経営改善

のための奇手はない。当たり前のことをやり抜く外はない。上杉鷹山の大検令も、

まずは、収入に見合う支出を実現することを第一の目的とした。 

 そして次に、支出を少なくして、収入を多くあげる。経費を下げて、売上を上げ

ることの必要な会社は多い。その時にそれを実行する人材の重要性がわかる。会社

というものは、試行錯誤のくりかえしと経営者の工夫次第である。 


